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１１１１ 小美玉市小美玉市小美玉市小美玉市がががが目指目指目指目指すすすす学校教育学校教育学校教育学校教育

【小美玉市教育目標】

確かな学力とたくましい体力をもち

郷土を愛するこころ豊かな人づくり

自立して 粘り強く 自立して

力強く生きる 果敢にチャレンジする 社会を支える

人づくり 人づくり 人づくり

創意工夫を生かした 個性を生かす教育の 魅力ある

特色ある教育活動の 充実 開かれた学校づくり

展開

本市では，「確かな学力とたくましい体力をもち，郷土を愛するこころ豊かな人づくり」

を教育目標に掲げ，次のような施策により，その具現化を図っている。

(1) おおきく輝く人づくり

◎ 確かな学力を身に付けさせる教育の推進

○ 基礎的・基本的な知識・技能の習得

○ 思考力・判断力・表現力の育成

○ 国際理解教育の充実

○ 情報教育の充実と情報モラルの定着

○ 理数教育の充実

◎ 豊かな心を育む教育の推進

○ 人を思いやる豊かな人間性の育成

○ さわやかなあいさつ運動の推進

○ いじめの未然防止，早期解消

○ 児童生徒の悩みや不安の解消

○ 夢や志をもって粘り強くチャレンジする心の育成

◎ 健康や体力を育む教育の推進

○ 児童生徒の健やかな体づくり

○ 健康教育や安全教育の充実

○ 心豊かな人間関係づくり

○ 食育の推進

(2) 魅力あふれる学校づくり

○ 地域との連携と交流の推進

○ 開かれた学校づくり

○ 教員が児童生徒と向き合う時間の確保

(3) たゆまず励む教員づくり

○ 教員の指導力向上

○ 校長のマネジメントによる学校経営の推進

○ 学校改善プランに基づく取組の充実

○ 幼小中連携の推進

○ 特別支援教育の充実
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２２２２ 小中一貫教育小中一貫教育小中一貫教育小中一貫教育にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ背景背景背景背景

(1) 学校が抱える教育課題から

小美玉市で は，これまでも，小中学校それぞれにおいて，各 学校や地域の特色を生

かしながら，知・徳・体のバランスの取れた児童生徒の育成を目指してきた。また，

小中学校の接続を配慮し，学習指導や生徒指導，特別支援教育など，様々な側面から，

情報を共有して連携を進めてきた。これらの取組により，少しずつ成果はあがりつつ

ある。

しかし，学力向上，不登校の解消，いじめの撲滅，インクルーシブ教育の推進等々，

直面する教育課題の解決に向けて，いっそうの教育活動の充実が求められている。

そこで，これらの課題を解決し，小美玉市が目指す教育目標を具現化するための切

り口として，小中一貫教育に取り組んでいく。

(2) 小美玉市立小中学校規模配置適正化実施計画から

小美玉市では，少子化の進展による児童生徒数の減少から，小中学校の小規模化が

進んでいる。特に小学校においては，単学級（１学年１学級）の学校が半数以上を占

め，さらに学校の小規模化が進むと，教育活動への影響も懸念される。

また，築５０年を経過し，耐震性等に課題が生じている学校施設もある。

そこで，これらの課題を解消するために，平成２２年に設置された小美玉市学校規

模配置適正化検討委員会からの答申を指針としながら，平成２７年２月に小美玉市立

小中学校規模配置適正化実施計画が策定された。

施設整備計画の概要は，次の通りである。

学 校 整備予定年度 整備予定地 児童生徒数（推計） 学級数 （見込み）

小川南中学校 H27 ～ H28 旧小川高校 ２９７人 ９学級

小川・橘統合小学校 H27 ～ H30 小川南中学校 ５０５人 １８学級

玉里・玉里北・

玉里東統合小学校 ３７２人 １３学級

玉里小学校・

小中一貫校 H29 ～ H32 玉里中学校

玉里中学校 １８５人 ６学級

野田・上吉影・

下吉影統合小学校 H31 ～ H34 小川北中学校周辺 ３９１人 １３学級

【児童生徒数は開校予定年度の推計，学級数は１学級３５人で算出】

この整備計画により，玉里中学区では一体型の小中一貫校が開設されることとなり，

小川南中学校 区，小川北中学校区においても隣接型・併設型の 小中一貫教育が可能と

なった。
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３３３３ 小中一貫教育小中一貫教育小中一貫教育小中一貫教育でででで期待期待期待期待されるされるされるされる教育的効果教育的効果教育的効果教育的効果

(1) 「おおきく輝く人づくり」にかかる効果

ア 小中学校で，教育目標や目指す児童生徒像を共有することにより，発達段階ご

との育てたい力が明確になり，より個に応じた指導が可能になる。

イ 小学校教育のきめ細かな指導と中学校教育 の専門性を生かした指導が，児童生

徒の発達段階に応じて系統的に提供できる。

ウ 小中学校の 教員が協働して，９年間を見通した継続性のあ る指導を行うことに

より，「中１ギャップ」の解消や不登校，問題行動等の減少が期待できる。

エ 小中学生の 異年齢交流や合同行事を通して，中学生にはリ ーダーシップや思い

やりの育成が，小学生には夢や目標に向かうモデルの具象化が期待できる。

(2) 「魅力あふれる学校づくり」にかかる効果

ア 小中学校の 教育活動に一貫性が増すため，地域の教育力の 活用が活性化し，よ

り地域と密着した学校運営が可能となる。

イ ９年間を見 通した一貫性のある学校運営により，より特色 ある教育活動の展開

が期待できる。

(3) 「たゆまず励む教員づくり」にかかる効果

ア 小学校教員においては，教科指導の専門性や系統性における理解が深まり，学

習指導力の向上が期待できる。

イ 中学校教員においては，発達段階に応じたきめ細かな学習指導や生活指導の技

能が高まり，指導力の向上が期待できる。

ウ 小中学校教 員がお互いの指導のよさを共有するとともに， ９年間を見通した継

続性のある指導を行うことで，総合的な指導力の向上が期待できる。
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４４４４ 小美玉市小中一貫教育小美玉市小中一貫教育小美玉市小中一貫教育小美玉市小中一貫教育のののの基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方

(1) 市内全小中学校で小中一貫教育を推進する。ただし，各中学校区の実態に応じて，

段階的に移行するものとする。

(2) 各地域や中学校区の特色，施設設備の条件をふまえて，次の３つの形態で推進する。

一体型小中一貫教育 （玉里小・玉里北小・玉里東小・玉里中 統合小中学校）

○ 義 務 教 育 学 校 と し て の 開 校 を 目 指

す。

○ 小 １ か ら 中 ３ ま で の 児 童 生 徒 が 同

じ校舎でともに学校生活を送る。

○ 小 中 で 統 一 し た 学 校 教 育 目 標 や 重

点目標を設定する。

○ 義 務 教 育 ９ 年 間 を 通 し た 教 育 課 程

を編成する。（学年３区分制等）

○ 小 中 教 員 乗 り 入 れ に よ る 段 階 的 な

教科担任制を導入する。

隣接型・併設型小中一貫教育 （小川小・橘小統合小学校と小川南中）

（野田小・上吉影小・下吉影小統合小学校と小川北中）

○ 小 中 で 連 動 し た 学 校 教 育 目 標 や 重

点目標を設定する。

○学習指導や生徒指導の連動を図る。

○ 小 中 教 員 に よ る 乗 り 入 れ 授 業 （ 一

部教科）や出前授業を実施する。

○学校行事等を連携して行う。

連携型小中一貫教育 （竹原小・羽鳥小・堅倉小・納場小と美野里中）

○ 中 学 校 区 と し て の 教 育 目 標 や 目 指

す児童生徒像を共有する。

○ 小 中 や 小 小 で 学 習 指 導 や 生 徒 指 導

にかかる情報を共有する。

○ 小 中 教 員 の 授 業 相 互 参 観 や 研 修 会

を実施する。

○児童生徒の交流を推進する。

統 合 小 中 学 校

小 川 南 中

小 川 北 中

統合小 学校

統合小 学校

美 野 里 中

竹 原 小

堅 倉 小
納 場 小

羽 鳥 小

想

定

さ

れ

る

小

中

一

貫

教

育

想

定

さ

れ

る

小

中

一

貫

教

育

想

定

さ

れ

る

小

中

一

貫

教

育
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５ モデル５ モデル５ モデル５ モデル校校校校をををを核核核核としたとしたとしたとした小中一貫教育小中一貫教育小中一貫教育小中一貫教育のののの推進推進推進推進

小美玉市立小中学校規模配置適正化実施計画（平成２７年２月）による，統合小学校

及び統合小中学校の開校予定年度は，次の通りである。

【平成３１年度】 小川小・橘小統合小学校

【平成３３年度】 玉里小・玉里北小・玉里東小・玉里中統合小中学校

【平成３５年度】 野田小・上吉影小・下吉影小統合小学校

上記のスケジュールを鑑み，それぞれの開校時には，想定される小美玉市小中一貫教

育を完全実施できるよう，段階的に準備を進めていく。そのために，次の学校をモデル

校に指定して，重点的に先行研究や実践を積み重ねていく。

(1) 隣接型・併設型モデル校【小川小・橘小統合小学校，小川南中学校】

○ 主な研究・実践内容例

・小中で連動した学校教育目標，重点目標の設定

・小中で連続性のある学習指導や生徒指導

・小中教員による乗り入れ授業（一部教科）や出前授業の実施

・小中合同や連携しての学校行事の実施

・小中合同での教員研修の実施

(2) 一体型モデル校【玉里小・玉里北小・玉里東小・玉里中 統合小中学校】

○ 主な研究・実践内容例

・９年間を通した学校教育目標，重点目標の設定

・９年間を通した教育課程

前期（４年間） 中期（３年間） 後期（２年間）

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

基 本 的 な 学 習 習 慣 や 生 活 習 慣 自主的な学習態度や生 自 主 ・ 自 立 の

の定着 活態度の育成 態度の確立

基礎・基本の習得 基礎・基本の習熟 社 会 へ つ な が

活用力の育成 活用力の伸長 る 協 働 力 の 育

小中の円滑な接続 成

進 路 目 標 の 実

現

学級担任制 教科担任制

（一部教科担任制）

・９年間を通した学校生活や学習のスクールスタンダードの策定

・一体型小中一貫校における学校施設設備の効果的な活用方法

・一体型小中一貫校における効果的な教員配置や教員研修
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前述のモデル校の研究成果を，市内各小中学校で共有することにより，それぞれの学

校の形態や実態に合わせて，市内全小中学校で小中一貫教育を推進するものとする。

６６６６ 小中一貫教育推進小中一貫教育推進小中一貫教育推進小中一貫教育推進のためののためののためののための組織組織組織組織

本基本方針に沿って，小美玉市における小中一貫教育及び施設整備を推進するため

に，以下の組織を置く。

（学校教職員による組織）

小美玉市小中一貫教育推進協議会

【内容】全小中学校で，小中一貫教育に係る情報を共有する。

【構成】全小中学校長，代表教員，教育委員会担当者

玉里地区小中一貫教育推進委員会 （仮称） 小川南地区小中一貫教育推進委員会 （仮称）

＜一体型モデル校＞ ＜隣接型・併設型モデル校＞

【内容】小中一貫教育の推進 【内容】小中一貫教育の推進

・教育方針の策定 ・教育方針の策定

・交流事業の推進 ・交流事業の推進

・教育課程の編成 等 ・教育過程の編成 等

【構成】玉里地区小中学校教職員 【構成】小川南地区小中学校教職員

（玉里小，玉里北小，玉里東小，玉里中） （小川小，橘小，小川南中）

教育委員会担当者 教育委員会担当者

統合校整備・開校に係る建設準備委員会等

【内容】施設整備関係，校名等，通学関係，ＰＴＡ組織に関する検討 等

【構成】該当校の保護者代表，学校職員，地域住民代表，識見者，その他

教育委員会担当者

（学校関係者，地域住民等による組織）




